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エンブレム・ブックの江戸文化に対する影響に関する研究 

 
伊藤博明（教養学部・教授） 

 
１ オランダのエンブレム・ブックの舶来 

江戸時代に長崎の出島を通して舶来された、文化的・芸術的な書物、とりわけ、17 世紀

にオランダで刊行された、ヤン・ライケン、およびアブラハム・サンタ・クララによるエ

ンブレム・ブック（モットー・図像・エピグラムを具えた倫理的著作）の諸版とその内容

について調査し、それらの関係について詳しい知見が得られた。 
 

２ ヤン・ライケンと司馬江漢 

これらのエンブレム・ブックの中でも、ヤン・ライケンの『人間の生業』の、江戸時代

の洋画家で、日本最初の銅版画家である司馬江漢（1747-1818）の諸作品に対する影響に

ついて、これまでの研究上の諸成果をまとめて考察することにより、総合的な理解を得る

ことができた。たとえば、江漢の《西洋樽造図》［図１］は、ライケンの「樽造職人」［図

２］のほぼ忠実な再現であるが、《異国工場図》［図３］は、「錫職人」［図４］を範としな

がらも、遠近感を強調した独自な空間が創出されている。 
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３ 司馬江漢の『訓蒙画解集』 

司馬江漢が晩年に執筆した、日本で最初のエンブレム・ブックと考えられる『訓蒙画解

集』（国立国会図書館蔵・平凡社刊［菅野陽校注・東洋文庫 309］）の内容を調査した結果、

この作品が形態的には、図像とテクストを備えた、ライケンの『人間の生業』［図５］を

範としながらも、内容的には、『韓非子』などの中国の古典、および、日本の仮名草子な

どの文学的伝統、さらには、江戸時代の石門心学から影響を受け、そこに江漢自身の倫理

観が表明されていることが判明した。たとえば、第 67 番の「夫れ虎の能く狗を服する所

以の者は……」［図６］は、『韓非子』二柄篇から取られており、従属関係を決定する際の

リアリズムが説かれている。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
        ［図５］          ［図６］           ［図７］ 
 
４ 『訓蒙画解集』と『伊曽保物語』                     

『訓蒙画解集』には、『イソップ物語』の邦訳版である『伊曽保物語』から採られた話 
が５つほど含まれており、『イソップ物語』の有する寓話性・道徳性が『訓蒙画解集』の

成立においても、一つの重要な指針となっていたことが明らかになった。たとえば、附録

第 22 番の「群狙中に長たる者あり……」［図７］は、『伊曽保物語』中卅九「猿と人の事」

をまとめたものである。 
 
５ 司馬江漢と『伊曽保物語』  

司馬江漢は『春波楼筆記』において、紀州候のもとで『伊曽保物語』の「原典」を見た

と述べており、その文脈からは、この「原典」は、『伊曽保物語』の原本であったラテン

語版『イソップ物語』ではなく、当時輸入されたオランダ語版『イソップ物語』と推定さ

れる。この『イソップ物語』について同定すること、また、それが『訓蒙画解集』の編纂

において果たした役割を明確にすることが今後の研究課題である。 
 

 ６）研究成果の発表 

本プロジェクトの研究成果の一端は、2009 年８月に英国ウィンチェスター大学で開催さ

れた、第８回国際エンブレム学会において “Reception of Dutch Emblems in Japan: Shiba 
Kôkan (1747-1818) and Jan Luyken’s Het Menselyk Bedryf” と題して発表した。なお同発表を

もとにした論文は、今年中に Cambridge Scholar’s Publishers (U.K) から刊行される Word & 
Image, 1500-1900: Figure, Form & Function に収められることが決定している。 


